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第 1 回ワークショップ【H.14/9/23】 

『新しい公共を創造する市民活動推進条

例の精神を確認する』 

①「新しい公共を創造する市民活動推進

条例」 の精神を確認する。 

②今年度の検討事項を整理し、ワークシ 

 ョップの目的を確認する。 

③協働事業の可能性について考える。 

第 2 回ワークショップ【H.14/10/14】

『協働のイメージを共有する』 

① 協働事業の課題を整理する。 

 ・市民事業､行政事業との比較検討 

② パイロット事業を企画する。 

 （住まい､子育て､高齢者･障害者､環境共生､ 

  リサイクル） 

第 3 回ワークショップ【H.14/11/17】

『協働事業の指針を考える』 

① 協働事業実務の検討のポイントを整

理する。  

第 4 回ワークショップ【H.14/12/8】 

『協働事業をシミュレーションする』 

① モデルプロジェクトを通して指針の

課題を点検する。  

『協働事業推進の問題点を整理する』 

① 残された検討課題を確認する。 

平成 14 年度のスケジュール

◆ワークショップ型シンポジウム 

【H.15/2/8】

去る９月２３日（月）に行なわれた今年度第１回目のワーク

ショップでは、まず、市民活動課の赤堀さんより、施行された

ばかりの「大和市新しい公共を創造する市民活動推進条例」の

内容について、説明していただきました。また、協働ルール検

討会議副座長を務めていた河崎さんより、条例に対する思いを

お伺いしました。 

大和市では、平成１３年１月より市

民活動推進条例の策定に取り組んで

きました。今年の７月１日をもって、

「大和市新しい公共を創造する市民

活動推進条例」が施行され、いよいよ

実際に運用される段階に入ります。 
昨年度に引き続き、協働ルールワークショップでは、大和市で

市民活動をされている方々に参加していただき、条例運用上の課

題や具体的な事業のイメージについて話し合っていきます。 

続いて、協働事業と市民事業、それぞれのイメージについて、

昨年度の参加者の方から、問題提起をしていただいた後に、

Studio Urban Management の三浦さんより、ヨーロッパから日

本にも浸透しつつある、「コミュニティ・マーケット」の考え方

について紹介していただきました。 

最後に、市民事業を特徴付ける本質について、グループごと

で話し合い、大和市で行なわれている様々な活動や事業につい

て、整理しました。 
今後、市民事業、協働事業のイメージを明確にしていく上で、

指標となるいくつかの軸が提案されました。 
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・ 条例制定までのプロセス 

¾ 検討委員会、WS を経て、市民による条例素案の作成、提案 

¾ 市が一部修正し、市の修正部分を意見交換会という形で市民に説明 

¾ 議会に上程 

¾ 条例案が議会を通過し、施行 

・ 大和市の市民活動推進条例は、その策定過程に特長がある。通常、市町村の法律と

言える条例は、役所の中で作ってしまうが、「市民活動を推進する」ための条例と

いうことで、市民のみなさんから意見を募った。 

 ケアびーくるでは、高齢者、障害者の外出介助、移送サービスを行っている。もともとあ

った市の送迎サービスは制限が多かったので、「自分たちでできることはやってしまおう」と

いうことでこの活動を始めた。自分の車、時間、ヘルパーの資格などを、社会的な資源とし

て共有し利用するということに大きな可能性を感じる。サービスを提供する側が増えること

によって、きめ細かいサービス、“わがままな”ニーズにも応えることができる。 

  

・この条例は、仕組みと共に成長していく条例である。 

・現行の事業の契約の形態は、市民団体との協働に向いていないのでは？という疑問があった。

市民・行政がそれぞれ事業を提案し、協働を進めていく上で仕組みを考えていかねばならない。 

・どのような経緯で提案→選定→契約に至るか、透明性を担保しなければならない。 

■市民活動課･赤堀さんより、これまでの条例づくりの経緯について説明していただきました。

・ もう１つの特長として、「新しい公共」概念の提示が挙げられる。今まで「公共」に関する大部分は行政が担

ってきたといわれている。一方で、それを補うような形で市民が公共を支えてきた。そういう意味では、市

民と行政が支える公共は決して新しいものではないが、市民と行政が共に新しい公共を創り、支えあってい

こうという考え方を条例の中に位置付けたのは非常に意義深いことである。 

■協働ルール検討会議副座長・河崎さんより 

 市の送迎サービスは無料だが、実際コストは１件あたり 5,000 円ほどかかっている。我々のサービスは利用

者負担だが、コストは１／３ぐらいに抑えられている。市のサービスは税金を使って運用していることを考える

と、市民でこのようなサービスを提供できることに大きな意味があるのではないか。 

 条例には、「新しい公共」という言葉が盛り込まれ、市民が提案したエッセンスは全て詰め込まれている。こ

の素晴らしい条例を生かすも殺すも、今後の運用にかかっている。これから運用方法について話し合っていって、

身のあるものにしていきたい。 

 河崎さんが先ほどおっしゃっていたように、行政のサービスは税金を使った多様なサー

ビス提供に限界を呈しているし、企業のサービスは、利用者負担が大きく、本当に使える

サービスが少なくなっている。 

 チャイルド･ケアでは、近所同士の助け合いと、子供がたくさんの大人に可愛がられて育

■市民活動課・井東さんより、今後の取り組みについて説明していただきました。 

■ﾜｰｶｰｽﾞ･ｺﾚｸﾃｨﾌﾞ チャイルド･ケア・宇津木さんより 

てる環境づくりを目指し、理由の如何を問わず子供の一時預かりサービスを行なっている。 

 ワーカーズ・コレクティブは、協同組合のようなもので、チャイルド・ケアは、入会費、事業費、市からの

補助金で運営している。メンバーは約 40 名、利用者は約 120 名。費用は１時間 720 円。経済的に利潤を

最大にすることが目的ではない。 

 
■市村さんより 

時代が地域に向かって動いていることを、リタイア後に初めて気がついた。高齢者が

4 人に 1 人の割合ということに不安も感じるが、自分たちで支えて行かなければと

も感じている。 
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■コミュニティ･マーケットが生まれる背景 

 ヨーロッパでは、1960 年代から 70 年代にかけて、郊外開発と共に人々

が中心市街地から郊外に流出し、中心市街地の空洞化が深刻になってきてい

た。それを解決するため、社会民主主義を掲げる政党が台頭し、地方分権を

推し進め、徐々に浸透していった。 

■イタリアの「地域のため」のしくみ 

 イタリアでは、ＮＰＯという言葉はほとんど使わない。イタリアでは“社会貢献する”ということ

はかえって胡散臭く思われがちで、地域のためになる仕事は、みんな当たり前にやっている。食べて

いくために、儲けるのは当たり前、事業性を成立させないと意味が無い、という考え方でやっている。

 ヨーロッパの地域活性化政策では、日本のような保護政策はとらず、競争原理を働かせて市場の論

理でもって、地元の商店街を新しいニーズに合った業態にあうように導き、活性化していく。公平性

というより、「社会的な利益の総和を最大にする」ことに重きを置いている。 

 社会貢献とか地域ビジネスとかという分け方をしないで、みんなのための利益になるように地域に

投資していく、そのための地域の需要を捉えることがコミュニティマーケッティングである。 

・コミュニティ・ビジネスの特徴 

① 働きがいや自己実現につながる『人間性の回復』 

② 地域の抱えるニーズに見合った『社会問題の解決』 

③ 地域への投資を引き出す『経済基盤の強化』 

④ コミュニティの多様性や文化を生み出す『社会的・文化的価値の創造』 

 

 

Studio Urban Management の三浦さんから、コミュニティ･マ

ーケットの考え方について伺いました。 

三浦さん 

 地方分権が進むと、今まで国や県がやってくれたことを小さな基礎自治体で行なわなければならくなる。

仕組みづくり、制度づくり、各種調査など、社会基盤整備のための新たなニーズが生まれた。 

 また、同時に市民と行政の役割分担が明確になっていった。だんだん市民が行政に依存しなくなってい

き、市民参加も進み、自分たちの発意で地区評議会を作るなどの動きを受け、行政の力が弱まっていった。 

■新しい需要に応えるためのコミュニティ・マーケット 

 市民のニーズにも変化が生まれた。それまでの「大量生産のものを安く」から、中心市街地で、「質のよ

いもの」「自分にあったもの」を求めるようになっていった。そうして、産業も大企業による大量生産から、

職人企業の多品種少量生産にシフトしていった。 

 日本でも、従来の護送船団方式では地域ごとに異なるニーズに対応しきれなくなり、系列デパートでも地

域によって商品を変えるようになってきている。そこで、地域のニーズを知りたいという企業が、地域のＮ

ＰＯとの連携に関心を持ち始めている。 

 現在、ＮＰＯを企業を結び付けようと思い、いろいろな企業を廻っているが、地域のマーケットを探って

いるＮＰＯがあれば、いっしょに手を組みたいという企業は多い。 

 そういった企業のニーズ、市民のニーズ、また地方分権が進み、行政のアウトソーシングや多様な市民サ

ービスに対するニーズ、といった 3 つの軸から新たな需要が生まれる中で、誰がそれを担うか。ヨーロッ

パでは、市民企業家やソーシャルベンチャーやＮＰＯなどがそれらをこなす産業セクターとして発展してい

った。市民起業家やＮＰＯが活動、活躍する場をコミュニティ・マーケットと呼んでいる。 

 市民事業を考える上

での参考に。。。 
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地域工業会 
大和市内に 6 団体、 

社会貢献活動を展開 

地域工業会 

大和市内に 6 団体、 

社会貢献活動を展開 

地域工業会 

大和市内に 6 団体、 

社会貢献活動を展開 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ローソン 
太田屋 

二条通り商店街

中村屋 

インターネットで 

有名なお肉屋さん 地域情報の提供

に関心 
ラブズの事務局の 

ある商店会 

行列のできる 
ラーメン屋さん 

東急電鉄 小田急電鉄 
公共性の高い事業 

とまちづくり 

公共性の高い事業 

とまちづくり 

徳州会病院 
常泉寺 

大和ﾄﾞﾚﾒ 

大和災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

に協力 

大和市内の数 

少ない学校法人 

みつまたで人を 

集めるお寺さん 

YMCA 
大和災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

ﾈｯﾄﾜｰｸの事務局 

ベネッセ 
子育て支援事業 

に進出 

ドンチャカランド 

託児事業の 

ﾁｪｰﾝ展開 

コムスン 
介護保険事業 

の全国展開 

ホームヘルプ 

サービスの老舗 

ﾜｰｶｰｽﾞ・ｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 

想 ふきのうとう舎 

福祉事業の定番 

障害者の喫茶店 

ﾀﾞﾝﾃﾞﾘｵﾝを経営 

社会福祉協議会 

ｼﾆｱﾈｯﾄﾜｰｸ 
さがみ 

グループハウスを 

を経営 
ホームヘルプ・ 
サービスを提供 

大和 
ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟ協会 

リサイクルショップ 

WE ｼｮｯﾌﾟやまと

大和親子劇場

会員が支える 

文化活動 

ﾜｰｶｰｽﾞ・ｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 

チャイルド・ケア 

子育て支援 

大和市腎友会 

人工透析患者さん 

の移送サービス 

環境教育に関する 

ｻﾎﾟｰﾄ・ｻｰﾋﾞｽ 

かながわ環境 
教育研究会 

移送サービスを 

提供 

ﾜｰｶｰｽﾞｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 
ケアびーくる 

ﾜｰｶｰｽﾞｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 

たぶの木 
地域密着の 

配食サービス 

相模JA

産直朝市の実施

社会性 

事業性○大

事業性○小  

個人 
(市民) 

個人 
経営 

企業 

１グループ 

２グループ 

ｼﾆｱﾈｯﾄﾜｰｸ 
さがみ 

太田屋 
二条通り商店街

中村屋 

グループハウスを 

を経営 

インターネットで 

有名なお肉屋さん ラブズの事務局の 

ある商店会 

行列のできる 
ラーメン屋さん 

オリジン 

お惣菜のチェーン店 

大和ﾄﾞﾚﾒ 

大和市内の数 

少ない学校法人 

大和親子劇場

会員が支える 

文化活動 

ﾜｰｶｰｽﾞｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 

たぶの木 
地域密着の 

配食サービス 

ふきのうとう舎 

障害者の喫茶店 

ﾀﾞﾝﾃﾞﾘｵﾝを経営 

福祉事業の定番 

社会福祉協議会 

環境教育に関する 

ｻﾎﾟｰﾄ・ｻｰﾋﾞｽ 

かながわ環境 
教育研究会 

相模JA 

産直朝市の実施

徳州会病院 
大和災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

に協力 

小田急電鉄 
公共性の高い事業 

とまちづくり 

東急電鉄 
公共性の高い事業 

とまちづくり 

ホームヘルプ 

サービスの老舗 

ﾜｰｶｰｽﾞ・ｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 

想 

大和市腎友会 

人工透析患者さん 

の移送サービス 

コムスン 
介護保険事業 

の全国展開 

YMCA 
大和災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

ﾈｯﾄﾜｰｸの事務局 

ローソン 
地域情報の提供

に関心 

ﾜｰｶｰｽﾞ・ｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 

チャイルド・ケア 

子育て支援 

移送サービスを 

提供 

ﾜｰｶｰｽﾞｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 
ケアびーくる 

ドンチャカランド 

託児事業の 

ﾁｪｰﾝ展開 

常泉寺 
みつまたで人を 

集めるお寺さん 

ベネッセ 
子育て支援事業 

に進出 

イオン 
NPO 団体の活動 

を支援 

小学生 
学童保育 

両親が働いている 

小学生のための施設 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

もくよん 

自閉症･ダウン小児 

対象の育児ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
大和市ｺﾐｭﾆﾃｨ

バス事業 
10 月から運行され 

る 100 円路線バス 

採算性○大  

地域性○大  地域性○小  
公共性 公共性 

協働事業 

リサイクルショップ 

WE ｼｮｯﾌﾟやまと

ホームヘルプ・ 
サービスを提供 

大和 
ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟ協会 

市民事業 

オリジン 

お惣菜のチェーン店 

イオン 
NPO 団体の活動 

を支援 

市民事業 

・2 つの軸での分類という

より、組織の性格で分類し

た。 

・「地域性」「公共性」を横軸にと

った。 

・公共性が高くて、採算性が

低いものこそ協働事業とし

て支えるべきではないか。 

ひとこと 

ひとこと 

 グループごとに横軸

を設定し、大和市の

様々な活動を分類し

ました。 

協働事業 

採算性○小  
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・民間―行政を横軸に。 

・採算性は少なく、公共性

が高いものを市民事業と

した。 

３グループ 

４グループ 

二条通り商店街 

ラブズの事務局の 

ある商店会 

相模JA 

産直朝市の実施

イオン 

ローソン 

太田屋 中村屋 

NPO 団体の活動 

を支援 

インターネットで 

有名なお肉屋さん 

地域情報の提供

に関心 

行列のできる 
ラーメン屋さん 

リサイクルショップ 

オリジン 

お惣菜のチェーン店 

WE ｼｮｯﾌﾟやまと

東急電鉄 小田急電鉄 
公共性の高い事業 

とまちづくり 
公共性の高い事業 

とまちづくり 

徳州会病院 

常泉寺 

大和災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

に協力 

みつまたで人を 

集めるお寺さん 

YMCA 

ホームヘルプ・ 
サービスを提供 

大和災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

ﾈｯﾄﾜｰｸの事務局 

大和 
ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟ協会 

大和親子劇場 

会員が支える 

文化活動 

ベネッセ 
子育て支援事業 

に進出 

ドンチャカランド 

託児事業の 

ﾁｪｰﾝ展開 

コムスン 
介護保険事業 

の全国展開 

ﾜｰｶｰｽﾞ・ｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 

チャイルド・ケア 

子育て支援 

福祉事業の定番 

社会福祉協議会 

大和市内に６団体、 

社会貢献活動を展開 

地域工業会 

環境教育に関する 

ｻﾎﾟｰﾄ・ｻｰﾋﾞｽ 

かながわ環境 
教育研究会 

ﾜｰｶｰｽﾞｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 

たぶの木 
地域密着の 

配食サービス 

ふきのうとう舎 

障害者の喫茶店 

ﾀﾞﾝﾃﾞﾘｵﾝを経営 

大和市腎友会 

人工透析患者さん 

の移送サービス 

ｼﾆｱﾈｯﾄﾜｰｸ 
さがみ 

グループハウスを 

を経営 
移送サービスを 

提供 

ﾜｰｶｰｽﾞｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 
ケアびーくる 

ホームヘルプ 

サービスの老舗 

ﾜｰｶｰｽﾞ・ｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 

想 

大和ﾄﾞﾚﾒ 

大和市内の数 

少ない学校法人 

採算性○小  

採算性○小  

採算性○大  

採算性○大  

民間 行政 

イオン ローソン 

二条通り商店街

中村屋 

NPO 団体の活動 

を支援 

地域情報の提供

に関心 

ラブズの事務局の 

ある商店会 

行列のできる 
ラーメン屋さん 

東急電鉄 小田急電鉄 
公共性の高い事業 

とまちづくり 

公共性の高い事業 

とまちづくり 

徳州会病院 大和ﾄﾞﾚﾒ 

大和災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

に協力 

大和市内の数 

少ない学校法人 

大和親子劇場 

会員が支える 

文化活動 

ﾜｰｶｰｽﾞ・ｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 

チャイルド・ケア 

子育て支援 

大和市内に６団体、 

社会貢献活動を展開 

地域工業会 

コムスン 
介護保険事業 

の全国展開 

オリジン 

お惣菜のチェーン店 

太田屋 
インターネットで 

有名なお肉屋さん 

ベネッセ 
子育て支援事業 

に進出 

ドンチャカランド 

託児事業の 

ﾁｪｰﾝ展開 

YMCA 
大和災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

ﾈｯﾄﾜｰｸの事務局 

ホームヘルプ 

サービスの老舗 

ﾜｰｶｰｽﾞ・ｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 

想 

リサイクルショップ 

WE ｼｮｯﾌﾟやまと

移送サービスを 

提供 

ﾜｰｶｰｽﾞｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 
ケアびーくる 

大和市腎友会 

人工透析患者さん 

の移送サービス 

福祉事業の定番 

社会福祉協議会 

常泉寺 
みつまたで人を 

集めるお寺さん 

ﾜｰｶｰｽﾞｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 

たぶの木 
地域密着の 

配食サービス 

ｼﾆｱﾈｯﾄﾜｰｸ 
さがみ 

グループハウスを 

を経営 

ふきのうとう舎 

障害者の喫茶店 

ﾀﾞﾝﾃﾞﾘｵﾝを経営 

ﾛｰﾀﾘｰ・ｸﾗﾌﾞ 
ﾗｲｵﾝｽﾞ･ｸﾗﾌﾞ 

ホームヘルプ・ 
サービスを提供 

大和 
ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟ協会 環境教育に関する 

ｻﾎﾟｰﾄ・ｻｰﾋﾞｽ 

かながわ環境 
教育研究会 

企業主体 
利益追求 

市民主体 

市民事業 

・活動主体が市民か行政かを

横軸にとった。 

・企業主体＝利益追求 

・市民主体＝ボランティア／

規模小 

市民事業 

市民事業 市民事業 

ひとこと 

ひとこと 

相模JA 

産直朝市の実施
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５グループ 

採算性○小  

採算性○大  

イオン 

ローソン 

ｼﾆｱﾈｯﾄﾜｰｸ 
さがみ 

太田屋 

二条通り商店街

中村屋 

NPO 団体の活動 

を支援 

グループハウスを 

を経営 

インターネットで 

有名なお肉屋さん 

地域情報の提供

に関心 

ラブズの事務局の 

ある商店会 

行列のできる 
ラーメン屋さん 

リサイクルショップ 

相模JA

産直朝市の実施

オリジン 

お惣菜のチェーン店 

WE ｼｮｯﾌﾟやまと

東急電鉄 小田急電鉄 
公共性の高い事業 

とまちづくり 
公共性の高い事業 

とまちづくり 

徳州会病院 

常泉寺 大和ﾄﾞﾚﾒ 

大和災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

に協力 

大和市内の数 

少ない学校法人 
みつまたで人を 

集めるお寺さん 

YMCA 
ホームヘルプ・ 
サービスを提供 

大和災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

ﾈｯﾄﾜｰｸの事務局 

環境教育に関する 

ｻﾎﾟｰﾄ・ｻｰﾋﾞｽ 

大和 
ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟ協会 

かながわ環境 
教育研究会 

大和親子劇場

会員が支える 

文化活動 

移送サービスを 

提供 

ﾜｰｶｰｽﾞｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 
ケアびーくる 

ベネッセ 
子育て支援事業 

に進出 

ﾜｰｶｰｽﾞｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 

たぶの木 
地域密着の 

配食サービス 

ドンチャカランド 

託児事業の 

ﾁｪｰﾝ展開 

コムスン 
介護保険事業 

の全国展開 

ホームヘルプ 

サービスの老舗 

ﾜｰｶｰｽﾞ・ｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 

チャイルド・ケア 

子育て支援 

ﾜｰｶｰｽﾞ・ｺﾚｸﾃｨﾌﾞ 

想 

ふきのうとう舎 

福祉事業の定番 
障害者の喫茶店 

ﾀﾞﾝﾃﾞﾘｵﾝを経営 

大和市腎友会 

人工透析患者さん 

の移送サービス 

社会福祉協議会 

大和市内に６団体、 

社会貢献活動を展開 

地域工業会 

協働事業 市民事業 

・市民から見てサービスに選択の自由があることが大切なのでは

ないか。その中で採算の合わない団体が出てくるはず。そういった

団体こそ行政が支援すべきではないか。 

・市民活動にもある程度採算性がないと継続できない。いつも持ち出しばか

りだったら続かないという側面もある。 

・今後、市民事業と協働事業を考えていく上でのヒントがあった。

公共性が高く、採算が合わない市民活動を積極的に支援して協働事

業としていきたいと感じた。 

・市民活動を採算性という軸で分ける意図がわからない。“市民事業”

ということもよくわからない。不登校の子供のケアなど採算関係な

く必要な活動もある。 

・横軸の設定に難航したが、協働

事業―市民事業という軸にした。 

・協働事業は規模が大きく、市民

事業はより身近なところにある。 

ひとこと 

市民事業 市民事業 
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新しい活動分野の
開発をどうする？ 

・一人ひとりの
「私」が大切に
されているとい
う実感って本当
に 実 現 す る の
か？ 

皆さんからポストイットで出された意見をグルーピングしてまとめたものです。

今後、ワークショップで話し合って、内容を詰めて行きたいと思います。 

「私」が大切にさ
れている実感は？ 

・協働の拠点
はどこになる
のですか？ 

 

・協働の拠点
はどこにある
のですか？ 

 

・新しい公共の「新しい」と
は従来の公共が「古い」とい
うことを前提にしているは
ずだが、「古い」ということ
の具体的なﾒﾘｯﾄ･ﾃﾞﾒﾘｯﾄがよ
くわからないので、新しさの
必要性がよく見えない。 
 そのあたりの話し合いや
共通見解などは過去に公開
されたのですか？ 

・ 新 し い 公 共
市民、市民団体
事 業 者 及 び 市
が 協 働 し て 創
出 す る も の だ
け が 新 し い 公
共なのです。 

・協働の原則に
つ い て 議 論 し
て は っ き り さ
せたい。 

 

・指針などは大まかに

して、まずは走り出す

ことが大切です。協働

の拠点づくりをやり、

走りながら考え、発展

させたら？ 
・「新しい公共

「水平分権」と

いうが「市」の

役割・責任はど

うなるのか？ 

・条例をどの

ように市民や

事業者に伝え

ていくか？ 

 

・ワーカーズコ

レクティブの

事業は、すべて

市民事業なの

ですか？ 

・河崎さんがお話なされ

たグループ事業におけ

る内容(申し込み・料金・

介護等）等々の福祉にお

ける内容を知りたい。 

 昨年は福祉について

議論されなかった。 

・市内の活動団体等

の紹介を何かのカタ

チでしてもらうと身

近に何があるか市民

がわかり、参加の機

会もあるでしょう 

・大和市民の動向（現

状・実態）と、そこに存

在する問題に対してど

のような解決が提供さ

れるのか、未だ着手され

ていない問題は何かを

明確にしたい。 

・事務局ボラ

ン テ ィ ア ス

タ ッ フ に 期

待すること 

 

・市民活動 

 センター 

 

・新しい活動分野の開
発をどう求めるか、仕
組みづくりが必要。例
えば、犯罪予防に市民
活動が何かできない
かとか。大和市は犯罪
が非常に多い。 

・防災の中に自主防
災会の活動がある
が、その中の訓練、
技術の向上がおろ
そかなのではない
か。組織あればそれ
で良しではない。 

・市内における学
生ボランティアグ
ループ、各種サー
クル（配食・点訳）
をどう活発に、ア
クティブにできる
か話し合いたい。 

・社会福祉協議会
その他に個人的に
奉仕活動をしてい
るが、参加者の少
ないことが問題だ
と思います。 

・やはり具

体がないの

でわかりに

くい 

・市職員に条

例の理念をど

う浸透させる

か ( 特 に 新 入

職員） 

新しい公共とは？ 協働の拠点とは？ 

協働拠点 
まず走りながら 

協働の原則とは？ 

・条例のわかり

やすい解説が

あるとよい（具

体例がほしい）

 
・新しく市に

転入してきた

人にこの条例

をどう知って

もらうか 

市民のため 

市職員に 

条例のＰＲ 
｢新しい公共･水平分権｣
｢市｣の役割･責任は？ 

市民団体等 
情報の提供を！ 

市内の課題と 
解決の現状は？ 

市民事業とは？ 

市民団体の 
活動内容の改善は？ 

奉仕活動への参加
者を増やすには？ 

話し合いたいテーマ 
説明が判りにくい 

・来年もこの

ようなワーク

ショップを続

けるのか？ 

その他 
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◆なかなか切り口が上手く把握できないままに入ってしまいましたが、

だんだんに解かってきた感じですが、事業運営というのもこれからと思

いますが、上手く機能して動いていき、市民活動が活性化されることを

祈りたいと思います。 

◆協働事業は採算性の大小ではなくニーズを満たされるかが大きなポイ

ントとなると思いますが、設備投資や経費などが逆に確保できなければ

意味がないのも事実だと思います。併せて事業として成り立つかどうか

も見極めなければいけないと、これからは思います。 

◆市民事業の範囲は大きくとらえたい。老人、子育て、障害者だけなの

だろうか。現に育っている資源回収など、市民を多く取り込む。環境の

保守等大切なのではないかと。公共の援助は、何か市民でできる市民活

動に。 

◆いつも大変良い体験学習をさせていただきありがとうございます。大

変良い勉強になりました。今後ともよろしく、ご指導のほどお願い致し

ます。取り急ぎ、私事にて失礼します。 

◆意見を申し上げるほどの基礎知識に不足しておりましたが、最後に最

終目的（運営指針的なものを作る）ことを聞き少々先が見えてきました。 

◆市民事業の事業の意味が、企業価値を主軸にした概念としていわれて

おり、その点では男性よりの社会視点かなって感じました。もっと市民

事業の概念を、一度くずしてより幅広い柔軟なとらえかえしの中で見直

していく必要があるように感じました。新しい公共の概念規定も狭まっ

たものになりかねない危惧をもちました。 

◆グループでの討論は、ワーキングとしては細かい意見ができて OK。

出来るだけ意見をいかして下さい。主旨がよく理解出来たことは大きな

収穫でした。 

◆最初のワークショップの参加で、不慣れな部分があったのですが、最

終的には、伊藤先生の説明で納得できました。事前の説明が若干必要だ

ったように思います。今回の作業で、協働事業化が具体的にどう進めら

れるかについて、話し合いする必要性を痛感しました。 

◆条例では事業者との協働も規定されているが規模の大きい企業と市が

協働事業を行うというイメージがわかなかった。今回のワークショップ

で各グループの発表を見て、みなさん同じように感じていらっしゃるこ

とがわかった。 

◆最近 NPO の人の話しを伺うことが多いのですが、いくら利益を追求

しないといっても生活していけるぐらいまではもっていかないと永続性

のある事業はでいないと思います（燃え尽きちゃう）。三浦さんの話し

はおもしろかった。日本でも自冶体は弱小化していくのかな？ 

◆「ワークショップ」が分かりました。最初は作業服のお店かと思った。

次は「バザー」かと思って、危うく古着を用意するところでした。 

 
 
 
 
 

◆一般の市民も対象にしているという話しで出席したが、のっけから

専門的な話しが多く、一般の市民には敷居が高すぎると感じた。それ

から市民事業と福祉事業の明確な区別というのがよくわからない。保

育事業は児童福祉法による福祉事業なので、もともと企業による参入

を禁止されてきた分野で、採算性という概念で区分けできない種類で

ある。同様に宗教法人も学校法人も公益法人なので、それが市民事業

の対象にはいるというと、福祉事業との差が意味不明になってくる。 

◆初めてワークショップに参加しました。去年の経緯を知らなくても

何とかついていけるプログラムになっていると思いました。また、知

識面においても自分が住み、そして、勤務する大和市には知らない多

くの団体があることを吸収できてよかった思います。 

◆市民事業の定義についての議論は面白かった。色々と考えているこ

とが多いワークショップで頭の刺激になりました。もう少し詳しく市

民事業についてみんなで考えてみたい（多少認識がずれている部分も

あるので） 

採算性―チャイルドケアは、事業としての採算（入りと出がバランス

する）がとれるように、現在事務所を持っていない。持てる経営内容

になれば持って自立的にやっていく（あんまり事務所を持てないこと

をマイナスと考えていない）。 

◆企業にしても市民事業にしても、質のよいものを選択していかない

と、「私」を大切にはしてもらえない。市民がかしこくなって見る目

を持たないとね、今のこの不況の中で、毎日の暮らしに忙しい市民に

どうやって参加をうながしていけばよいのでしょう。 

◆具体例をもとに市民事業、協働事業の分類をしたので、キーになる

概念を発掘する一歩になりました。協働事業の巾が大きいのではない

かという予感がしてきました。 

◆条例の解説にも「この条例は単なる市民活動支援条例ではなく、市

民参加条例的な性格を併せ持つ」と書かれています。「広域性」「公

共性」「行政と民間」「組織と個人」等だけでなく、この「市民参加」

の視点からも市民事業の本質を整理したかったといま思っていると

ころです。 

 「市民」と定義される人々が、参加したいと希望するなら、（団体

が提示する幾つかの条件はあるにしても、）誰でも活動に参加できる

か否か。この視点は重要だと思います。この軸で切ってみると、新し

い発見があったかも。 

◆具体的に、この事業なりコーディネートするのに何をなすべきか？

先ず何から手をつけて、start すべきか？討議を進めるとより面白く

活発なものになると思います。 

 

次回のお知らせ 

第２回大和市協働ルールワークショップ 

日時：平成 14 年 10 月 14 日（月）13:30－16:30   

場所：コミュニティセンター鶴間会館 ２階集会室 

テーマ: 『協働事業のイメージを共有する』 


